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比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
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た
裁
判
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第

比
較
法
学
の
課
題

問
題
の
所
在
i
!
i比
較
法
、
比
較
立
法
、
比
較
法
文
化
論

比
較
法
研
究
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
か
ら
既
に
久
し
い
。

{

l

)

(

2

)

 

ソ
ロ
ン
の
法
典
や
十
二
表
法
の
制
定
が
比
較
法
の
起
源
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
必
一
か
誇
張
に
過
ぎ
る
と
し
て
も
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら

(4) 

二
十
世
紀
に
か
け
て
、
比
較
法
が
一
個
の
強
立
し
た
学
問
と
し
て
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
揺
る
ぎ
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
民
法
と
去
う
も
の
は
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
が
あ
る
だ
け
だ
。
」
と
の
有
名
な
ブ
ウ
ニ
エ
(
∞
問
。
記
号
)
の
警
句
に
一
示
さ
れ

て
い
る
通
り
、
各
国
の
民
法
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
種
々
な
現
象
形
態
に
過
ぎ
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
『
比
較
法
』
(
仏
円
。
符

8
5
3芯
)
は



「
比
較
立
法

(Hmm目的]丘町
Oロ
8
5
E吋
mo)
』
と
云
う
素
朴
な
姿
で
し
か
現
わ
れ
る
事
が
な
か
っ
た
。

一
八
六
七
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
『
国
際
法
及
び
比
較
立
法
雑
誌
』

(
m
O
4
5
骨
骨
。
R
s
z
s
a
s
g
H
E
号
ぼ
松
田
宮
片
山
。
ロ

g
g℃
mqr)

(

6

)

(

7

)

 

が

創

刊

さ

れ

、

フ

ラ

ン

ス

に

「

比

較

立

法

協

会

』

(ω
。
丘
公
m
号
広
松
田
宮
位
。
ロ

8
5
3
a
o
)
が
創
設
さ
れ
た
の
も
、
正

一
八
六
九
年
に
、

に
こ
の
様
な
状
況
の
下
に
診
て
で
あ
っ
た
。

(
8
)
 

け
れ
ど
も
、
既
に
ア
ス
カ
レ
リ
ィ
に
よ
っ
て
正
当
に
指
摘
さ
れ
た
如
く
、

「
不
完
全
で
あ
る
た
め
に
誤
謬
を
官
す
か
も
知
れ
な
い
結
論

に
陥
る
危
険
を
避
け
た
い
と
望
む
な
ら
ば
、
研
究
の
対
象
は
、
比
較
法
(
ロ
仏
昨
日
神
宮

g
B℃
常
兵
。
)

で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
決
し
て
単

な
る
比
較
立
法
(
}
釦
由
。
5
1
w
o
r
E
m
E
N目。
5
8
5℃
mwgg)
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
」

(
9
)
 

そ
し
て
又
、
「
法
』
と
云
う
も
の
が
、
イ
ェ
リ
ン
グ
の
言
う
如
く
「
人
間
的
自
由
の
客
観
的
有
機
体
」

(
o
s
g
。
σす
笠
宮
g
。
括
S
2
8
5

内山
2
5
8
R富山
nygp-azs

(
刊
)

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
あ
る
と
し
た
ら
、
法
を
比
較
す
る
と
云
う
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
文
化
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
な

(
日
)

凡
そ
、
『
法
』
と
云
う
も
の
は
、
現
実
生
活
に
立
脚
し
て
の
み
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、

(ロ)

ヴ
の
中
に
、
そ
の
『
法
』
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
な
く
し
て
は
、
真
の
ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
イ

(
l
)

へ
ロ
、
ド
ツ
ス
(
記
も
m
V
E
g
t
に
よ
り
、
賢
者
(
戸
ω0
・N)、
詩
人
(
〈
唱

Ha-N)
、
立
法
者
(
戸
忠
一
戸
口
FN)
と
讃
え
ら
れ
た
ソ
ロ
ン

(
M
m
v
H
E
S
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
富
裕
な
貴
族
、
大
旅
行
家
、
政
治
家
で
あ
り
幾
多
の
立
法
改
革
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
改
革
の
詳
細
は

明
ら
か
で
な
い
。
(
の
吉
田
宮
号
一
三
宮
丸
山
富
昨
日
0
ロ
凹
仏
冊
目
〉
口
同
S
丘丹市
J
N
o
m仏・
5
∞
戸
口
0
・HHN・問
y
H
a
1
5品
)

な
お
、
ソ
ロ
ン
の
改
革
に
就
て
は
、

kFP・MMOロ仲・〈
iM内
自
由
。
語
、
コ
ペ
岳
山
田
件
。
弓
。
ご
宮
〉
S
S
Uロ打。ロ師昨日立注目。
D
Z
片町内

g
門
目
。
ご
宮

山富岡

n
g
E弓
∞

-n・wJ
呂
町
戸
匂
・

5iMM
明何回

E
E
一haHLW
匂
o
-
E
g
e
m山O】
os--・
呂
白
血
参
照
。

ま
た
、
比
較
的
良
く
知
ら
れ
て
い
る
遺
言
法
に
就
て
は
、
。
何
回

E
f
A同
戸
。
日
常
ω
C
F
0
2
2
こ巾《丹市田

g
s
g件》
j
u
g日
丹
市
片
的
。
丘
町
忠
弘
同
ロ
∞
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一
六

日
間
の
お
2

8
門
戸
何
百
四

w℃
-HNH1HS
参
照
。

(2)

十
二
表
法
制
定
の
た
め
ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
民
会
〈

8
5
E白

n
g
g江
主
と
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
十
人
委
員
会
(
骨
g
g
i
ュ
-
m
m
g
g

田
口
ユ
ぎ
邑
芭
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
立
法
特
に
ソ
ロ
ン
の
立
法
を
調
査
す
る
為
の
三
人
の
研
究
員
(
仲
ユ
ロ

g
i与
を
、
ギ
リ
シ
ャ
に
{
或
い
は
少
な
く

と
も
イ
タ
リ
ア
南
部
の
ギ
リ
シ
ャ
植
民
地
に
)
派
遣
し
た
と
言
わ
れ
る
。

2
8
Z日
開
閉
亡
命
冨

g
-
c
m
-
a
m
g
g仲田町
o
a叩仏
g
洋吋

0
8包
R
.
L・己申斗
C
W

円

m
E
6
2由
明
日
。
口
弘
巾
ぽ
令
市
弘
津
町
。
白
話
会

w口。・
ω叩
w同y
お
の
き
り
喜
男
一
。
℃

-nz-wD0・N
S
L
Y
M∞品)

尤
も
、
こ
の
委
員
会
の
審
議
に
ギ
リ
シ
ャ
法
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
否
か
に
就
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
に
就
て
は
、

〈
。
口
器
開
〉
一
な
り
ま
式
。

5
8担
ロ
。
め
仏
昨
日
同
氏
。
ユ
ωロ
Z
弓
J
S
ω
戸
。
・
ロ

u
l
N
M
N
U明日
1
6
R
鳴
ぽ
n
z
n
y巾
何
回
口
出
口
間
的
出
口
内
色
。

Nd『包同仲良白日相川町田市同
N
ぬ巾
σCHMmwJ
呂
・
国

H
U口
H
P
E
S
-
ω
∞
-S1∞
ω参
照
。

(
3
)
O
E
5
2
T
S見開
41ω340出向一

R
F
g
m
g邑
由
契
師
同
市
民
岡
田
身
内
町
。
芹

g
ロ
g
g句。『回目ロ
mJ
マ
ma-Eg-
ロ
C-P
℃
-H

(
4
)

一
九
三
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
ラ
ム
ベ
!
ル
教
授
献
呈
記
念
論
文
集
(
全
三
巻
)
玄
宮
町

o
a
c
a
g
主
語
昆
巾

a
z
a
g符
8
8沼
田
芯

J
ω
4
0
Z・

は
、
そ
の
最
初
の
金
字
塔
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
ω
。
出
廷
一
一
匂
『
陣
D
w
s
n
v
g
m
m
n
z
c
m仏
可
。
5
目的

n
y
g
m
o
n
z
w
M
M
g日巾ぬ一
o
g
g白
N
ロ
吋
色
町
民
mnyゆ口同州市
nzgm州mwmnznvgJN・ω・ω
-
L
E
M
-
E∞0
・

。-pwω
・∞

H
R・
「
我
々
が
フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
中
世
法
を
参
照
す
る
事
は
、
ド
イ
ツ
法
を
外
国
法
と
比
較
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
間
じ
一

つ
の
法
の
種
々
の
現
象
形
態
を
比
較
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い

J

2
・ω・9
・
ω・∞同)

「
我
々
は
、
嘗
て
中
世
の
フ
ラ
ン
ク
法
か
ら
イ
タ
リ
ア
法
に
移
行
し
た
。
し
か
し
て
、
今
日
再
び
ラ
イ
ン
湾
彼
岸
の
法
に
復
帰
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
中
世
の
古
フ
ラ
ン
ク
法
が
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
並
び
に
封
建
制
度
の
精
神
を
抱
懐
す
る
も
の
で
あ
る
に
反
し
て
、
今
日
我
々
の
継
受
す
る
新

フ
ラ
ン
ク
法
は
、
そ
の
本
質
の
明
暗
両
面
に
診
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
極
印
を
押
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
(
田
弘
・
0
・ω'∞
品
)
(
久
保
正
幡
・
世
良

晃
士
山
郎
訳
)

(6)

こ
の
雑
誌
は
、
一
九
四

O
年
迄
続
い
た
。

(7}

こ
の
協
会
は
、
現
在
で
も
、
臼

2
0
∞
曲
目
ロ
?
の
広
三
回
ロ
ヨ
タ
M
U

知
江
田
(
〈
問
。
)
に
診
て
活
動
し
て
い
る
。

(
8
)

〉印

E
間関口、ご

E
F巾
5
2
S
包
-om宮
内
出
。
仏
忠
良
ユ
ロ

onogHvmwSHO--・
ω田
沼
町
山
関
山
口
『
山
岳

n
p
Eぉ
・
℃
・
∞



(
9
)
】
民
何
回
目

2
1
6
a
a仏
巾
印
吋

αggnygmmnys---
∞。
-
F
E
〉
ロ
己
申
ミ
ム
ω・
ω-N日

(
凶
)
「
何
よ
り
も
先
ず
、
法
体
系
の
統
一

(}wcaS向
笠
回
目
的

S
8
2剛
一
員
山
岳
円
。
)
と
去
う
事
を
、
常
に
そ
の
全
体
に
於
て
把
握
す
る
事
が
不
可
欠

で
あ
る
。
極
く
些
細
な
問
題
の
解
決
の
持
つ
意
味
で
さ
へ
も
、
そ
の
法
体
系
の
統
一
位
と
そ
の
法
体
系
の
一
般
原
理
が
各
個
の
問
題
に
与
え
る
影

響
と
を
銘
記
し
な
い
限
り
会
得
し
得
な
い
事
も
屡
々
な
の
で
あ
る
o
」
(
〉
円
見
戸
口
二

2
・門戸)

(
日
)
同
民
間
同
日

zo
二

uaa福
山
デ

ω・
8

「
従
っ
て
、
或
る
時
代
の
或
る
民
族
の
法
典
、
法
の
理
論
的
集
成
は
、
そ
の
民
族
そ
の
時
代
の
現
実
の
状
態

の
認
識
な
く
し
て
は
、
理
解
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
法
規
が
、
何
故
そ
こ
に
存
す
る
か
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
、
そ
の
実
効

性
が
実
生
活
に
よ
っ
て
如
何
に
組
害
さ
れ
、
ま
た
は
支
持
さ
れ
る
か
、
等
(
|
こ
れ
ら
す
べ
て
の
問
題
に
対
し
て
は
、
実
生
活
自
体
の
み
が
解
答

を
与
え
る
O
i
-
-
-
何
故
こ
の
制
度
が
存
在
し
て
い
る
か
、
或
い
は
、
こ
の
形
態
を
帯
び
て
い
る
か
の
根
拠
は
、
こ
の
特
定
の
時
代
の
目
的
援
ぴ
に

要
求
の
う
ち
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
一
つ
の
制
度
が
可
能
と
さ
れ
、
反
対
に
他
の
制
度
が
余
計
の
も
の
と
さ
れ
る
根
拠
は
、
こ
の
時
代
の
自
的
及

び
要
求
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
諮
前
提
の
う
ち
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
」
(
原
田
監
修
訳
)

(

ロ

)

匂

〉

〈

H
f
J，吋
曲
目
片
品
川
市
戸
市

5
3
g
w
o
門凶巾己『。

x
n守
口
円
。
ョ
H
M

出品
J
s
m
o
w
匂・

5

法
文
化
の
基
本
的
構
成
要
素

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
与
え
ら
れ
た
自
然
的
及
び
歴
史
的
条
件
か
ら
、
そ
の
文
化
一
般
の
基
本
的
構
成
要
素
を
抽
出
す
る
と
、
次
の
三
つ
の
も

(M) 

の
に
要
約
さ
れ
る
。

即
ち
、
第
一
に
ガ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
的
要
素
、
第
二
に
フ
ラ
ン
ク
的
要
素
、

(
日
)

し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
要
素
。

そ
し
て
第
三
に
、
こ
の
両
者
を
媒
介
し
、
統
一
し
た
も
の
と

そ
こ
で
、
法
の
基
本
構
造
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
も
、
こ
の
三
要
素
を
常
に
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
法
文
化

に
訟
で
は
、
こ
れ
等
の
三
要
素
は
次
の
様
に
変
容
す
る
。
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八

同仁)←)

ロ
ー
マ
法
(
ガ
リ
ア
・
ロ

1
マ
的
要
素
)

サ
リ
カ
法
(
ブ
ラ
ン
ク
的
要
素
)

教
会
法
(
カ
ト
リ
ッ
ク
的
要
素
)

(
臼
)
野
田
・
「
フ
ラ
ン
ス
法
概
論
」
・
上
巻

ω・
二
ニ
頁
以
下
及
び
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
諸
文
献
参
照
。

(
M
)

野
田
・
概
論
・
上
巻

ω・
一
九
貰
以
下
。

{
訪
)
こ
の
第
三
の
要
素
を
『
キ
リ
ス
ト
教
的
』
要
素
と
し
て
抽
出
す
る
の
は
正
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の

聞
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
以
上
の
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
法
と
ロ

l
マ
法

「
世
界
法
史
に
と
っ
て
、
即
ち
西
洋
文
化
世
界
の
法
史
に
と
っ
て
、
問
題
と
な
る
の
は
唯
二
つ
の
法
1

1
フ
ラ
ン
ク
法
と
ロ

i
マ
法
だ

げ
で
あ
る
よ
と
は
、

(
日
出
)

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ル
ド
ル
フ
・
ゾ
1
ム
が
、

サ
ヴ
ィ
ニ
ィ
雑
誌
・
創
刊
号
(
ゲ
ル
マ
ン
法
の
部
)
の
巻
頭
論
文
の
冒
頭
に
訟
で
喝
破
し

確
か
に
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
北
部
の
慣
習
法
地
方
(
句
者
帥
骨

g
a
c自
2)
に
生
き
永
ら
え
た
フ
ラ
ン
ク
(
サ
リ
カ
)
法
的
な

概
念
と
、
南
部
の
成
文
法
地
方
(
宮
古
含
円
四
円
。
斥
符
号
)
で
勢
力
が
あ
っ
た
ロ

l
マ
法
的
な
概
念
と
の
、
千
五
百
年
来
行
わ
れ
て
来
た

綜
合
〈
ジ
ン
テ
ー
ゼ
)
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
。

我
々
は
、
そ
の
実
証
を
過
去
の
歴
史
の
過
程
に
診
て
幾
つ
で
も
見
出
す
事
が
出
来
る
。

例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
に
は
、

ユ
l
グ
・
カ
ペ
ェ
以
降
カ
ペ
ェ
、
ヴ
ァ
ロ
ヮ
、
プ
ル
ポ
ン
各
王
朝
の
系
譜
に
唯
一
人
の
女
王
も
現
わ
れ
て



で(い
あきな
る詰い。、 o

れ
は
勿
論

サ
リ
カ
法
典
第
五
九
章
五
が
『
土
地
』

(ZRmw(聞
と
片
山
〕
)

の
相
続
か
ら
婦
女
を
完
全
に
排
除
し
て
い
る
か
ら

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
「
国
王
』
(
何
色
)
で
は
な
く
て
『
皇
帝

h
a
g匂
2
2司
)
に
な
っ
た
の
は
、
彼
が
王
位
継
承
権
を
有
せ
ず
、

元
老
院
の
国
民
投
票
に
よ
っ
て
「
選
ば
れ
た
』
か
ら
で
あ
る
事
は
云
う
迄
も
な
い
。

更
に
又
、

同
様
に
、
我
が
民
事
訴
訟
法
第
二
百
三
条
が
「
和
解
:
:
:
ヲ
調
書
ニ
記
載
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
記
載
ハ
確
定
判
決
ト
同
一
ノ
効
力
ヲ
有

即
ち
、

そ
の
根
拠
を
フ
ラ
ン
ク
法
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ク
法
に
捨
て
特
別
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
一
般
原
則
1
1
1
第
三
者
『
の
前
面
で
』
或
る
法
律
行
為
を
す
る
事
は
、

そ
の

ス
」
と
定
め
て
い
る
の
も
、

第
三
者
『
に
よ
っ
て
』
そ
の
法
律
行
為
を
す
る
事
と
同
一
で
あ
る
ー
ー
ー
を
忠
実
に
承
継
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
者
『
の
面
前
に
除
け

る
』
法
律
的
動
作
(
悶
ゅ
の
宮
田

EE-gm)
は
、
そ
の
第
三
者
『
に
よ
る
』
法
律
的
動
作
の
簡
約
さ
れ
た
形
式
に
他
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、

(
幻
)

ブ
ラ
ン
ク
法
に
よ
れ
ば
『
デ
ナ
リ
ウ
ス
貨
幣
投
げ
の
方
式
に
よ
る
非
自
由
人
解
放
』
(
原
色
E
g
g
m
宮『

a
g時
E
E
)
は、

国
王
『
に
よ
っ
て
』
行
わ
れ
る
と
、
或
い
は
又
単
に
国
王
『
の
面
前
で
』
行
わ
れ
る
と
を
問
わ
ず
、
均
し
く
有
効
で
あ
る
。
こ
の
ニ
つ
の

形
式
は
荷
等
の
価
値
の
も
の
と
し
て
相
互
に
交
替
し
、
何
れ
の
場
合
に
も
そ
の
効
果
は
同
一
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
間
王
「
の
寵
前
に

於
げ
る
』
解
放
も
、
法
律
上
は
国
王
『
に
よ
る
」
解
放
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ク
法
上
の
一
般
原
則
が
そ
の
憧
現
代
法
に
投
影
さ
れ
て
、
裁
判
所
「
の
面
前
で
さ
れ
た
』
『
和
解
』
が
、
裁
判
所
司
に
よ
っ

て
さ
れ
た
』
『
判
決
』
と
、
同
一
の
効
力
を
有
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

(時

)
ω
。
国
宮
山

hF
白・
0
・・∞
-
H
R

「
こ
の
事
実
を
以
下
に
診
て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

3
・H
)
:
:
:
サ
リ
カ
系
ブ
ラ
ン
ク
人
か
ら
発
し
た
ブ
ラ
ン
ク

帝
国
の
建
設
は
、
爾
後
に
が
け
る
法
出
入
の
発
展
全
体
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
事
に
な
っ
た
。
け
だ
し
中
世
法
史
は
、
本
質
に
訟
で
サ

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

九



。

リ
カ
系
フ
ラ
ン
ク
法
が
他
の
諸
部
族
法
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
歴
史
で
あ
る
。
お
い
)
:
:
:
諸
部
族
法
の
統
一
は
、
そ
れ
等
の
フ
ラ
ン
ク
法
化
と
同

義
で
あ
っ
た
。

(ω
・5
1口
)
:
:
:
{
而
も
)
ド
イ
ツ
諸
部
族
法
に
対
し
て
勝
利
を
占
め
た
の
は
、
リ
プ
ア
リ
ア
法
即
ち
ド
イ
ツ
系
フ
ラ
ン
ク
法
に

は
非
ず
し
て
、
西
ブ
ラ
ン
ク
法
、
即
ち
近
代
的
表
現
を
用
い
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
系
フ
ラ
ン
ク
法
で
あ
っ
た
。

(ω
・
∞
印
)
:
・
:
・
ノ
ル
マ
ン
人
が
イ
ギ
リ

ス
に
渡
っ
た
時
、
彼
等
に
伴
つ
て
な
お
第
二
の
征
服
者
ノ
ル
マ
ン
法
即
ち
北
フ
ラ
ン
ス
法
が
進
軍
し
た
。
:
:
:
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
古
ア
ン

グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
法
と
の
凡
ゆ
る
関
連
を
失
っ
て
い
る
。
ノ
ル
マ
ン
人
に
函
っ
て
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
法
は
全
く
根
こ
そ
ぎ
に
さ
れ
た
。

(ω-g)

・
:
ノ
ル
マ
ン
化
と
は
、
ブ
ラ
ン
ク
化
と
同
意
義
で
あ
る
0

フ
ラ
ン
ク
の
封
建
制
、
フ
ラ
ン
ク
の
私
法
、
一
般
に
フ
ラ
ン
ク
の
法
制
は
、
か
く
て

ブ
リ
タ
ニ
ア
を
も
占
領
し
、
イ
ギ
リ
ス
を
も
フ
ラ
ン
ク
帝
国
史
及
び
フ
ラ
ン
ク
法
史
の
圏
内
に
引
き
入
れ
た
。
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
法
の
前
史
は
、

イ
ギ
リ
ス
で
な
く
北
フ
ラ
ン
ス
を
故
郷
と
す
る
の
で
あ
る
。
否
、
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
今
日
で
も
本
質
的
に
は
古
フ
ラ
ン
ス
法
の
余
り
近
代
化
さ
れ

ざ
る
も
の
(
司
巳
仰
昨
日
4

4
司
自
応

B
。
号

g
在
ユ
2
印
迂
詰
足
音
広
島
市
印
刷
州
市
円
宮
)
に
他
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
発
し

て
、
大
ブ
リ
テ
ン
諸
国
の
広
汎
な
植
民
地
、
東
印
度
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
北
ア
メ
リ
カ
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
共
に
、
こ

れ
等
の
広
大
無
辺
の
諸
地
方
は
古
フ
ラ
ン
ス
法
の
属
州

(
P
0
4
S
N
S
也
氏
門
田
口
N皆目的円
y
g
m
o
n
y
g
)
と
化
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
誇
ら
し
く

も
レ
ツ
ク
ス
・
サ
リ
カ
は
、
自
己
の
産
み
出
し
た
数
多
の
強
力
な
諸
法
を
眺
め
渡
す
事
が
出
来
る
。
古
サ
リ
カ
摺
慣
習
法
よ
り
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
法

が
、
中
世
ド
イ
ツ
の
法
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
が
、
新
発
見
の
諸
世
界
の
法
が
発
し
て
い
る
。
全
世
界
と
云
う
も
の
が
サ
リ
カ
法
の
下
に
服
し
て
い

た
し
、
今
も
な
お
服
し
て
い
る
。

(ω
・由
gi---サ
リ
カ
系
フ
ラ
ン
ク
法
こ
そ
は
中
世
に
妙
け
る
世
界
法

(
U
S
君
。
苛

R
宮
内
常
的
宮
町

gz-丹市吋印)

で
あ
り
、
広
汎
な
西
洋
文
化
世
界
の
大
半
は
今
日
も
尚
そ
の
支
配
下
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
唯
一
つ
、
か
〉
る
ブ
ラ
ン
ク
法
を
危
殆

に
陥
れ
、
そ
の
世
界
支
配
を
震
擦
す
る
事
を
得
た
法
が
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

(ω
・
苫
)
」
(
久
保
正
幡
・
世
由
民
問
先
志
郎
訳
)

(
口
)
ロ
〉
ヨ
ロ
一
、
吋
吋
曲
目
芯

-Egw円
y
N串
酌

(
路
)
戸
内
誠
一

ω色町
g
一
m
m
由・日二
d
巾丹市吋吋出
4
巾
『
。
ロ
ロ
ロ
白
山
口
H
U
g
-
芯

g
v
R
E
E窓
口
O
ロ
℃
巾
込
山
口
巾
σ
F
閉
め
仏
印
。
4
ま
ぽ
呂
田
m
M
g
s
G口
町
内
門
主
吋

g

pmユ
尽
き

g
窓
口
ω
匂

R
S
g
a・3

「
土
地
に
就
て
は
、
但
し
如
何
な
る
相
続
財
産
も
婦
女
に
帰
属
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
男
性
、
兄
弟
た
る
者

に
全
て
の
土
地
は
帰
属
す
べ
し
。
」
(
久
保
正
幡
訳
)

(
日
)
「
ラ
ウ
テ
ン
ブ
ル
グ
ニ
ア
ト
モ
ル
ト
国
憲
法
は
特
殊
な
も
の
で
、
サ
リ
カ
法
典
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
、
太
公
の
逝
去
に
よ
り
太
公
位
は
太



公
妃
に
帰
属
す
る
。
」
(
切

E
g
f
E同
αロ目撃
g
R
R
J
匙
-Eσ
笠
宮
山
n
v
a
L
8品
wHY品
。
)

(
却
)
ト
ゥ

i
ル
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
誌
す
所
に
よ
れ
ば
(
の
忍
CC局
何
日
吋
g
g
¥民
一
回
昨
日
広
明
g
ロ
8
2
g
J
F
8
w
怠
・
穴
C
5
2
2
Fヨ」印
C
F

a-ωn広
三
・
円

R
Bぬ吋
--VL-M・
3
3
F
冨
。
P
の
何
百
戸
広
田
仲
-WEE-HM-∞
申
)
、
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
は
ケ
ル
ン
の
ジ
ギ
ベ
ル
ト
王
の
息
子
に
「
汝
が
父
の

み
ま
か
り
し
時
・
・
・
・
・
・
・
王
閣
は
正
に
汝
が
手
に
落
ち
ん
。
」

(
ε
2
g
r
・
-
-
-
-
S
2
a
a
R
w
吋巾
n
g
仲間立・・・・・

2
句
g
g
ロ
F
岡田

g
a仏
ぬ
げ
忠
良
・
3
)

と
書
き
送
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
息
子
が
父
王
を
殺
し
、
更
に
そ
の
息
子
も
殺
さ
れ
て
相
続
人
が
欠
け
た
時
に
、
始
め
て
ク
ロ
ヴ
イ
ス
が
戦
士
遼
に
よ
り
王
と
認
め
ら

れ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
時
代
に
は
『
王
国
』

(g苫
-csg
は
王
の
私
有
物
と
し
て
相
続
の
対
象
と
な
り
(
そ
れ
故
サ
リ
カ
法
典
が
適
用
さ
れ
る
。
)

相
続
人
が
不
存
在
の
場
合
に
限
り
『
王
が
選
ば
れ
た
』
訳
で
あ
る
。

か
〉
る
家
柄
重
視
の
フ
ラ
ン
ク
的
伝
統
と
は
対
照
的
に
、
『
ロ
!
マ
人
の
皇
帝
』
は
、
そ
の
政
治
的
軍
事
的
力
量
一
に
よ
り
選
ば
れ
、
『
世
襲
』

(
広
吋
注
目
仲
間
)
は
完
全
に
排
除
さ
れ
た
。
(
同
》
〉
閉
山
同
一

EUm即日句冨昨日。ロゆ片山口司何回片山門戸
M吋
巾
母
己
W50巾
E
C吋凶
105白山口
J
S
8・
℃
-
M
∞)

こ
の
ロ

l
マ
皇
帝
選
出
の
方
式
は
、
七
五
一
年
に
宮
宰
ピ
ピ
ン
が
王
位
を
纂
奪
し
た
時
に
も
模
倣
さ
れ
て
居
り
、
カ
ロ
ル
ス
王
朝
で
は
そ
れ
が

常
態
と
な
っ
た
。
こ
の
事
は
フ
ラ
ン
ク
国
家
が
爾
後
「
帝
国
』
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
事
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
し
て
『
王
』
と
『
皇
帝
』
と
の
か
〉
る
伝
統
的
区
別
に
従
え
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
当
然
に
『
皇
帝
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
る
。

(
幻
)
戸
民
間
守
口
白
ユ
同
一
山
内
戸
同
一

ε辺
円
山
口
目
的
】
志
向
Z
S
E
C
S
H
V巾
吋
呂
田
口
g
口問
)BHM吋
E
S
∞
gMU巾
吋
包

-
g
m
w
g
S
胃
持
活
口
氏
問
円
。
向
日
明
宮
内
ロ
ロ
。
z
g

g
想
自
己
σ
C
R
U
S
山
口
航
海
ロ
ロ
ロ
ヨ
仏
巾
H
U
山
田
町
円
山
神
叩
丹
念
ロ

R
Z
s
u
n
g
z
ュグ
a
a
c
a
m包
括
-nmw吋仲間胆
nne巾ユ
F
ロ
ロ
己
記
2
5
2
5
宮吋・

5
宮
山
自
己
曲
目
ロ
印
巾
吋

4
E
O
E
n
}山
口
問
巾
一
∞
包
曲
目

ng仲吋巾
FMg日
m
g
c回
忌

-
5巾吋匂
2
8白色白同・
3

「
設
か
が
自
己
の
被
解
放
者
を
自
己
自
身
の
手
に
よ
り
又
は
他
人
の
手
に
よ
り
国
王
の
面
前
に
て
リ
ブ
ア
リ
ア
法
に
従
い
自
由
人
と
し
て
解

放
し
て
デ
ナ
リ
ウ
ス
貨
幣
を
投
げ
、
而
し
て
彼
(
被
解
放
者
)
が
そ
の
事
の
証
書
を
受
領
し
た
る
場
合
に
は
、
寄
人
は
断
じ
て
何
人
に
も
彼
を
奴

隷
の
身
分
に
臨
押
す
事
を
許
さ
ず
、
彼
は
他
の
リ
ブ
ア
リ
ア
人
の
如
く
自
由
人
と
し
て
留
ま
る
べ
し
。
」
(
久
保
正
幡
訳
)

な
お
、
こ
の
手
続
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
奴
隷
は
一
片
の
{
デ
ナ
リ
ウ
ス
]
銀
貨
を
手
に
し
て
主
人
と
共
に
王
若
し
く
は
玉
の
官
吏
の
面
前
に
立
つ
。
主
人
は
彼
自
身
の
手
を
以
て
奴

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判



隷
の
持
つ
銀
貨
を
地
上
に
打
ち
落
す
。
そ
う
す
る
と
王
が
そ
の
奴
隷
を
毘
民
仲
間
に
編
入
す
る
宣
言
を
す
る
よ
(
栗
生
武
夫
ム
法
律
史
の
諸
問

題
」
・
二
九
五
頁
)

こ
の
銀
貨
は
自
由
を
買
い
取
る
た
め
の
『
象
徴
的
代
金
』

{ωn宮山

8
2
g
で
は
な
く
、
奴
隷
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
解
放
後
も
責
租
義
務
を
負

う
意
思
が
あ
る
事
を
示
し
、
主
人
は
打
ち
落
し
に
よ
り
賓
租
を
受
け
取
る
意
思
が
な
い
事
を
示
す
『
象
徴
的
責
租
』

(ω
岳
注
目
吉
凶
)
で
あ
る
と

解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
宙
開
匂
喜
男
二
言
。
早

avagmm凶
R
n
v
p
g
s
g円
、
・
〉
喜

g
a
g肉
g
N
R
m
R
Eぬ
O
R同回目。
vs・
g-F凶器
Y

ω・NA
E
}同
時
7

・)

(包

)
ω
。
E
ご
削
F
M
W

・c・-ω
・8
(久
保
・
世
良
訳
に
よ
る
。
)

四

所
謂
「
国
家
的
教
会
法
』

慣
習
法
地
方
と
成
文
法
地
方
と
の
区
別
と
は
無
関
係
に
『
教
会
法
』

(Ug山件。
g
o
a
g
o
)
は
、
法
の
重
要
な
分
野
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。

例
え
ば
手
続
法
特
に
証
拠
法
は
、
十
三
世
紀
に
斡
て
教
会
裁
判
所
(
豆

σggunoの
の
ぼ
由
民
邸
主

ocg)
で
行
わ
れ
て
い
た
規
則
に
従
っ
て

修
正
さ
れ
た
し
、
婚
姻
法
が
特
に
教
会
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
M
r

尤
も
こ
こ
で
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
『
教
会
法
』
が
所
調
『
国
家
的
教
会
法
』

(Ug山件。

s。邑
ρgm皆
g
g
g包
)

で
あ
る
と
云
う
事
で
あ
る
。
元
来
司
教
会
法
』
な
る
も
の
は
、
教
会
を
規
律
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
国
境
を
越
え
た
普
遍
的
な

も
の
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
』

(
O『

E
m
g吾
。
宥

g)
が
広
が
る
に
連
れ
て
、
そ
の
基
本
原
則
〈
自
然
乃
至
神
の
提
)
に
反
し
な
い
限

り
、
各
民
族
の
歴
史
、
慣
習
、
物
の
見
方
、
感
じ
方
な
ど
に
適
応
し
た
微
調
整
を
行
う
必
要
が
生
ず
る
。
か
〉
る
必
要
に
応
ず
る
た
め
に



各
大
司
教
区
(
官

2samw)、
各
司
教
区
(
内
回
目
。

2
2
2
)
毎
に
公
会
議

(
n
g色
吉
宮
)
又
は
司
教
(
雪

2
5
)
が
そ
の
管
区
内
に
の
み
通

用
す
る
法
規
を
発
布
す
る
盲
学
が
許
さ
れ
た
。

か
く
て
、
「
富
家
的
教
会
法
』
が
誕
生
す
る
。
各
国
法
文
化
の
構
成
要
素
を
成
し
て
い
る
の
は
、
勿
論
、
こ
の
様
な
『
各
国
(
フ
ラ
ン
ス
・

ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
)
教
会
法
』
で
あ
る
。

(
お
)
ジ
ャ
ン
・
ヂ
ベ

l
ル
に
従
え
ば
、
「
教
会
に
よ
り
発
布
さ
れ
た
法
が
カ
ノ
ン
法

(
0
8洋

S
ロ。

asS)
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
の
法
が
正
義

の
菌
に
診
て
類
な
く
卓
越
し
て
い
る
が
故
に
、
正
に
「
原
理
』
、
『
原
則
』
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
a

兵
員
刷
、
⑤
噌
ョ
に
相
応
し
い
」
か
ら
だ
そ
う
で
あ

る
。
(
』
g
ロ
CH宙
開
斗
二
d
M
a
x
c件目。
5
2
n
-
r
s
a
s
C
2
2
ぴ品川口
mm門戸包
g
富山
4白ロニ
g
刊誌ロ門戸℃
g
a
g
a
g
x
n
o
g
g
cロゆ件目
2
5釦
想
的
仏
伶

司『田口円巾

j
H吋
NO
巾件同吋
ω∞w
℃
-HN)

勿
論
、
学
者
に
よ
っ
て
は
、
£
円
。
伊
丹

S
Q
q・
-
d
g山
仲
仏
町
三
ロ
ョ
な
ど
の
表
現
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
(
例
え
ば
、

ωnmygvFNOEE何回
1
4
5

2
n
-
g
u
a
wロ
ヨ
ロ
ロ

-
4
2
E
S
J
ロ
ロ
・
℃
-S)
十
分
な
根
拠
に
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
。
(
〉
Z
U
回目開
CHCCH吋
国
主
g
d同J
『
一
」
ロ
可
oacn同町内}ロ帥

-d吉岡山町仏
g
a
g
-同
g
m
mロ
mgH
忠
弘
ロ
待
。
片
付

g
s
a
s
c
m
n
oロ
Z
S
3
3
S
J
H
g
ω
・℃
-NalN吋印)

こ
れ
に
反
し
て
、
教
会
法
定
円
OXEn-m田
区
田
氏
。
口
市
)
と
云
う
呼
称
は
、
そ
の
沿
革
か
ら
見
て
あ
な
が
ち
不
当
な
も
の
と
は
雪
一
口
え
な
い
。

(〉
Z
口開局
d
"の阿国叶戸
hznod同叶一。目
y
a了。・
N吋印)

(M)

匂〉ヨロ一
E

円、巾

aH.。芹叫吋田口
A
U

州岡山田
J
-
F
H
W

〕戸市甲品目
0

・阿
y
品

(
お
)
古
フ
ラ
ン
ス
教
会
法

(
g
n
gロ仏
g
洋

n
g
o三
官
。
吟
g
m即
日
明
)
の
詳
細
に
就
て
は
〉
Z
U
同日開口"の
g
話
E
8
5
f
。。・

n
F
匂
・
お
∞
免
富
山
4・

参
照
。比

較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

一一一一



二
四

第

裁
判
の
起
源

i
i
「
競
技
』
と
し
て
の
裁
判

五

問
題
の
提
起

(
幻
)

私
法
が
「
自
由
平
等
」
を
そ
の
指
導
原
理
と
し
て
い
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
所
謂
「
東
洋
』
に
は
、
最
近
に
至
る
ま
で
『
私
法
』

の
観

念
は
、
少
な
く
と
も
一
般
人
の
意
識
の
中
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
早
出
回
っ
て
良
い
。

こ
の
点
に
就
て
、
例
え
ば
仁
井
田
教
授
は
、
自
由
を
原
理
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

i
マ
の
法
に
対
し
、
東
洋
の
『
法
』
が
上
か
ら
の
権

威
に
依
拠
し
て
居
り
、
個
人
の
自
由
は
最
近
に
至
る
ま
で
無
視
さ
れ
て
来
た
と
し
て
次
の
様
に
説
く
。

「
そ
も
そ
も
東
洋
に
は
ギ
リ
シ
ャ
的
自
由
の
思
想
が
な
か
っ
た
。
東
洋
で
は
法
の
使
命
は
人
の
自
由
の
保
護
に
あ
る
と
云
う
様
な
思
想

は
生
ま
る
可
く
も
な
か
っ
た
。

エ
ス
カ
ラ
も
又
次
の
様
な
事
を
言
っ
た
。

『
ギ
リ
シ
ャ
的
自
由
を
持
た
ぬ
東
洋
で
は
か
〉
る
自
由
に
支
え
ら
れ
た
法
律
を
持
た
な
か
っ
た
。
地
中
海
の
精
神
は
、

ア
ン
グ
ロ
サ
ク

ソ
ン
、
ゲ
ル
マ
ン
、

ス
ラ
ヴ
な
ど
諸
国
の
法
の
大
部
分
に
患
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
、
法
は
神
聖
な
も
の
と
し
て
尊
敬
せ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
洋
で
は
法
律
に
劣
っ
た
地
位
し
か
認
め
な
か
っ
た
。
』
と
。

こ
の
様
に
し
て
、
中
国
乃
至
東
洋
社
会
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

i
マ
的
自
由
を
持
っ
た
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

i
マ
社
会
と
は
極
め
て
対
蹴
的

に
、
法
及
び
裁
判
官
に
対
す
る
軽
蔑
意
識
が
強
か
っ
た
。
原
田
教
授
の
説
か
れ
た
『
ロ

i
マ
法
の
原
理
」
を
裏
返
し
に
す
れ
ば
、
東
洋
法

の
l
i
t中
国
法
の
基
本
原
理
と
な
る
と
言
っ
て
良
い
程
で
あ
る
。
人
民
は
法
を
畏
怖
す
る
の
み
で
あ
り
、
法
が
人
民
の
味
方
で
あ
る
こ
と



は
な
か
っ
た
乙

そ
し
て
、

か
〉
る
社
会
で
は
法
の
中
心
は
『
刑
法
』
に
お
か
れ
る
事
に
丸
山
市
西
欧
法
的
な
「
私
法
』
と
云
う
観
念
は
生
れ
得
な
い
と

云
う
の
が
大
方
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
見
解
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
良
く
考
え
て
見
れ
ば
、
こ
の
様
に
古
典
古
代
(
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

1
マ
)
に
反
す
る
も
の
を
悉
く
「
前
近
代
的
』
と
種
付
け
て

こ
れ
に
反
す
る
文
化
を
卑
し
め
る
考
え
方
は
、
現
在
で
も
極
め
て
一
般
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

は
明
白
で
あ
る
。

そ
れ
が
凡
ゆ
る
点
に
捨
て
誤
っ
て
い
る
事

先
ず
第
一
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
文
化
に
反
す
る
も
の
は
全
て
「
前
近
代
的
』
で
あ
る
と
云
う
様
な
議
論
は
、
必
然
的
に
ギ
リ
シ

ャ
・
ロ

1
マ
社
会
が
『
近
代
的
社
会
」
で
あ
る
事
を
当
然
の
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
時
代
一
区
分
に
関
し
て
如
何
な
る
学
説
を

(

初

)

(

訂

)

取
ろ
う
と
も
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

i
マ
を
『
近
代
』
の
中
に
加
え
る
事
は
出
来
ま
い
。

第
二
に
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
様
な
古
代
ギ
リ
シ
ャ
法
の
考
え
方
は
、
特
殊
の
地
理
的
・
歴
史
的
な
文
化
条
件
に
結
び
付
く
も
の
で
、
東

洋
社
会
に
は
そ
の
様
な
文
化
条
件
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
若
し
そ
う
な
ら
、
異
な
る
文
化
条
件
の
下
に
生
れ

た
二
つ
の
文
化
を
時
間
的
発
展
と
云
う
枠
の
中
で
比
較
し
て
一
方
が
他
方
よ
り
発
展
の
段
階
に
訟
で
遅
れ
て
い
る
と
す
る
1
1
1
『
前
近
代

的
」
で
あ
る
と
表
現
す
る

!
l事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、

か
〉
る
短
絡
的
思
考
の
原
因
は
、
恐
ら
く
あ
の
悪
名
高
き
『
世
界
史
の
一
一
一
分
法
』
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
先
ず

『
近
代
』
を
確
立
し
、
次
に
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
「
古
典
古
代
』
(
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

I
マ
)
を
形
成
し
、
そ
の
中
間
に
あ
る
(
旨
注
目
m
4
m
H
)

(
羽
)
(
お
)

時
代
を
、
超
克
せ
ら
る
べ
き
世
代
と
し
て
の
中
世
と
措
定
し
て
、
中
世
を
暗
黒
化
す
る
例
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

か
〉
る
中
世
観
が
十
九
世
紀
西
欧
史
学
の
豊
か
な
結
実
に
よ
っ
て
如
何
に
変
貌
し
た
か
に
就
て
は
、
史
家
の
研
究
に
倹
た
な
け
れ
ば
な

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

二
五



一一六

(
泌
)

ら
な
い
け
れ
ど
も
、

(
幻
)

あ
る
。

そ
れ
が
従
前
痩
々

『
東
洋
的
』
と
し
て
片
付
け
て
来
た
精
神
態
度
に
就
て
新
た
な
吟
味
を
求
め
て
居
る
事
も
事
実
で

(
却
)
野
田
・
「
私
法
観
念
の
起
源
に
関
す
る
一
管
見
l
!
?
の何回
Z
号
の
研
究
を
拠
所
と
し
て

l
l」
(
私
法
学
の
新
た
な
展
開
・
我
妻
追
悼
・
二

三
頁
以
下
)

(
訂
)
「
公
法
が
命
令
服
従
そ
そ
の
指
導
原
理
と
す
る
の
に
対
し
、
私
法
は
自
由
平
等
を
指
導
原
理
と
す
る
よ
我
妻
ム
新
訂
民
法
総
則
」
・
〔
四
]
・

二
頁
)

(
拐
〉
仁
井
田
・
「
中
国
法
制
史
」
(
増
訂
版
)
・
五
二

l
五一一一一員

(
却
)
仁
井
田
・
前
掲
七
四
頁

(
却
)
「
お
よ
そ
時
代
区
分
な
る
も
の
は
一
つ
の
不
可
避
的
な
懇
で
あ
り
、
全
面
的
に
満
足
出
来
る
様
な
時
代
区
分
は
恐
ら
く
決
し
て
見
出
さ
れ
る

事
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
(
宮
弓
再
お

H
H
L
g
g
g
二
6
8仲田
n
z
m
R
Z謁
gnyk宮市
J

口
〉
ロ

P
E自・
ω・
∞
[
世
良
晃
志
郎
訳
〕
)

(
幻
)
野
田
・
前
掲
・
二
六
頁

(
泣
)
野
田
・
前
掲
・
二
七
頁

(
お
)
例
え
ば
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
は
、
古
王
国
末
期
の
第
六
王
朝
以
降

(NN問。
1
M
H
O
S
と
中
玉
朝
末
期

(
5
8
1
5日
O)
、
更
に
新
王
国
以
後
(HOHO

-
)
の
一
一
一
度
に
亙
っ
て
封
建
時
代
を
体
験
し
て
い
る
が
(
の
吉
田
宗
号
一
。

HynFg-
品。
b
・8
2
富山
4
・己。・
h
七
・
呂
七
・
∞
ロ

i
∞
HNw吋
担
冨

g
g
M

角川町円。ロ。】
O
包
aHM一
冊
)
、
西
欧
社
会
が
そ
の
段
階
に
達
し
た
の
は
、
や
っ
と
十
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

(
お
)
「
旧
体
制
に
抗
し
て
人
間
性
の
解
放
に
遡
進
す
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
精
神
は
、
自
己
の
時
代
を
ば
、
前
代
に
比
し
て
質
的
に
異
な
る
『
新
し

い
時
代
』
と
し
て
意
識
し
よ
う
と
す
る
。
「
近
世
』
の
誕
生
は
、
こ
の
強
烈
な
時
代
意
識
を
前
提
と
し
て
始
め
て
可
能
と
な
る
。
市
も
そ
れ
が
、

キ
リ
ス
ト
教
的
な
『
新
生
』
で
は
な
し
に
、
嘗
て
存
し
た
も
の
の
「
復
興
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
点
に
、
明
瞭
に
世
界
史
の
三
分
法
が
浮
か
び

上
が
る
。
即
ち
換
言
す
れ
ば
、
先
、
ず
最
初
に
円
近
世
』
の
自
覚
が
発
生
し
、
次
で
そ
の
モ
デ
ル
と
も
云
う
べ
き
『
古
代
』
観
が
形
成
せ
ら
れ
、
こ

の
雨
時
代
の
『
中
間
に
あ
る
』
(
メ
デ
ィ

l
ヴ
ア
ル
)
時
代
と
し
て
の
『
中
世
』
が
措
定
せ
ら
れ
る
。
中
世
は
、
そ
れ
故
、
ぞ
れ
自
ら
に
積
極
的



な
価
値
を
持
つ
時
代
で
は
な
く
て
、
単
に
中
間
に
介
在
す
る
『
超
克
せ
ら
る
べ
き
時
代
』
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
古
代
は
正
に
「
古
典

的
』
(
ク
ラ
シ
ッ
ク
)
な
る
そ
れ
で
あ
り
、
我
々
の
世
紀
こ
そ
、
文
字
通
り
『
神
々
の
復
活
』
す
る
世
紀
に
他
な
ら
な
い
。
中
世
の
緩
黒
化
は
、

こ
う
し
て
先
ず
十
五
世
紀
後
半
の
フ
マ
ニ
ス
ト
遼
に
よ
っ
て
牢
乎
た
る
素
地
を
築
か
れ
た
訳
で
あ
る
J
(増
田
四
郎
・
「
西
欧
市
民
意
識
の
形
成
・

増
補
」
二
七
i

一
八
頁
)

(
お
)
中
世
を
「
暗
黒
時
代
』
と
す
る
事
は
、
必
然
的
に
『
十
二
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
抹
殺
す
る
事
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
そ
の
様
な
事
が

許
さ
れ
な
い
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
そ
の
時
代
の
最
大
の
発
明
が
「
恋
愛
』
で
あ
っ
た
様
な
時
代
が
『
暗
黒
』
時
代
で
あ
っ
た
窓
口
は
な
い
。

こ
の
点
の
詳
細
に
就
て
は
、
。
口
問
F
E
n
u
h
a
H，
gロ
σ包
o
c
g
m
ニR
Z
2
3・
岡
山
口
仏
巾
師
向
注
目
印
仲
包
括
円
四
C
m
凶
円
。
洋
自
注
目
雪
印
Y
H
Y
M吋

ω
ω
C
H
参
照
。

増
国
・
前
掲
・
一
九
頁
以
下

増
田
・
前
掲
・
一
三
頁

(
お
)

(
釘
)

自ムー・
/、

ル
イ
・
ジ
ェ
ル
ネ
の
見
解

l
l
「
競
技
』
と
「
法
』
(
偽
記
長
。
昨
今
。
広
三
)そ

の
論
文
集
『
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
除
け
る
法
と
社
会
』

(
R
U
g
X
2
8己
m忠
弘
吉
田

-m
の
Z
8
m
g
a
n
g。J
昌
宏
)
の
中
に
納
め
た
極
め
て
注
目
す
べ
き
論
文
「
競
技
と
法
(
イ

l
リ
ア
ス
第
二

(

お

)

(

明

日

)

十
三
書
に
就
て
の
考
察
)
』
に
飴
て
次
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
妙
け
る
ギ
リ
シ
ャ
古
典
学
の
泰
斗
で
あ
る
ル
イ
・
ジ
ェ
ル
ネ
は
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
法
は
、
競
技
の
展
開
と
こ
れ
を
秩
序
付
け
る
規
則
を
範
型
と
し
て
社
会
制
度
化
へ
の
道
を
辿
っ
て
発
展
し
た
来
た
も

の
で
、
こ
の
事
は
ギ
リ
シ
ャ
古
代
の
訴
訟
の
構
造
が
著
し
く
競
技
に
類
似
し
て
居
る
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、

を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
E
Q
U、
仇

5
3が
同
時
に
「
競
技
』
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
『
訴
訟
』

イ
l
リ
ア
ス
第
二
十
三
書
は
、

ア
キ
レ
ウ
ス
が
心
の
友
で
あ
る
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
の
戦
死
を
悼
み
、

そ
の
追
善
の
た
め
に
催
し
た
数
種
の

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

七



二
八

競
技
に
就
て
叙
述
し
て
い
る
の
だ
が
、
物
語
は
次
の
様
に
進
行
す
る
。

(寸

賞
品
は
、
競
技
の
主
催
者
(
ア
キ
レ
ウ
ス
)
に
よ
っ
て
、
競
技
場
(
a

ぜ
て
h
E
J

の
中
央
に
置
か
れ
る
。

勝
利
者
は
、
こ
れ
を
主
催
者
か
ら
授
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
取
得
す
る
。

勝
利
の
結
果
と
し
て
の
賞
品
の
取
得
は
征
服
に
均
し
く
、
伝
来
取
得
で
は
な
く
、
原
始
取
得
で
あ
る
。
即
ち
、
賞
品
は
主
催
者
(
ア

国(二)(回(帥
キ
レ
ウ
ス
)
に
よ
り
競
技
場
(
守
凧E
偽ぜ民3叫て、仇⑤
v芯吃¥噌
3J
喝

J)

の
中
央
に
置
か
れ
る
事
に
よ
つ
て
無
主
物
(
守
吋
詰
ゆ
g印ロロ

を
置
く
事
に
よ
つ
て
そ
の
先
占
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
。
(
M
H
)
 

そ
の
行
為
は
R

ぜ
て

hszの
中
で
行
わ
れ
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
救
行
為
で
は
あ
っ
て
も
、

ア
キ
レ
ウ
ス
が
殿
に
な
っ
た
エ
ウ
メ
ロ
ス
に
ニ
等
賞
を
与
え
よ
う
と
提
議
す
る
が
、
実
擦
に
二
等
に
な
っ
た
ア
ン
テ
ィ
ロ
コ
ス
が

異
議
を
申
立
て
、
そ
の
異
議
は
認
め
ら
れ
て
、

エ
ウ
メ
ロ
ス
に
は
別
の
賞
が
与
え
ら
れ
る
。
(
五
三
四
行
以
下
)

何〉

次
に
ア
ン
テ
ィ
ロ
コ
ス
の
計
略
に
か
か
っ
て
敗
れ
た
メ
ネ
ラ
オ
ス
が
異
議
を
述
べ
て
、

ア
ン
テ
ィ
ロ
コ
ス
に
対
し
て
「
大
地
を
支

え
こ
れ
を
揺
る
が
す
神
に
、
故
意
に
私
の
戦
車
を
策
略
に
よ
っ
て
紡
げ
た
の
で
は
な
い
と
替
え
。
」
と
要
求
す
る
。
(
五
六
六
行
以
下
)

そ
の
可
能
性
は
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
等
の
情
景
は
、
真
の
『
裁
判
』
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、

(
必
)

ジ
ェ
ル
ネ
に
従
え
ば
、

「
競
技
の
慣
習
法
と
裁
判
の
慣
習
法
と
の
間
に
は
、
連
続
性

(
g
E訂
正
日
広
)
が
あ
り
、
管
轄
の
問
題
は
自
ず
か

ら
に
し
て
裁
定
さ
れ
て
い
る
。
闘
争
に
よ
る
決
定
の
為
の
環
境
で
あ
る
所
の
a
a
Q

て
令
へ
は
、
ま
た
判
決
に
よ
る
裁
断
に
と
っ
て
も
有
利
な

環
境
で
あ
る
。
前
の
場
合
に
承
認
を
す
る
集
会
が
、
後
者
の
場
合
に
も
裁
決
す
る
様
に
求
め
ら
れ
る
。
証
拠
方
法
で
す
ら
競
技
の
慣
習
法

に
属
し
て
い
る
。
メ
ネ
ラ
オ
ス
が
免
責
的
宣
誓
を
要
求
し
て
い
る
場
合
:
:
:
そ
れ
が
必
要
に
応
じ
て
裁
判
上
の
宣
誓

2
0ロロ

g昨

(
灯
)

と
し
て
機
能
す
る
様
に
な
る
事
は
確
か
で
あ
る
。

}ロ円同日の目白山吋
m
w
)



同
様
に
、
こ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
行
為
や
文
言
に
就
て
、
ぞ
れ
が
訴
訟
手
続
だ
と
言
え
ば
語
の
濫
用
に
な
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
そ

(
必
)

の
先
駆
で
あ
る
と
は
言
い
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」

(ω) 

か
く
て
ジ
ェ
ル
ネ
は
、
次
の
様
に
結
論
す
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
訴
訟
は
競
技
と
の
密
接
な
関
連
の
下
に
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
の
本
体
は
二
人
の
個
人
の
実
力
闘
争
で

あ
り
、
公
権
力
は
単
に
競
技
の
審
判
者
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
飽
く
ま
で
も
競
技
が
公
正
に
行
わ
れ
る
様
に
、
慣
習
的
に
成
立
し
た
ル
ー

ル
を
適
用
す
る
受
動
的
な
役
割
を
受
け
持
つ
だ
け
で
あ
る
。

付
「
訴
訟
は
、
或
る
種
の
闘
争
で
あ
る
。
|
l
裁
判
人
又
は
仲
裁
人
は
、
闘
争
に
介
入
す
る
資
格
は
な
い
。
彼
に
認
め
ら
れ
た
権
威
に

よ
っ
て
、
ま
た
、
裁
判
上
の
儀
式
の
力
に
よ
っ
て
、
彼
は
競
技
(
公
民
て
h
V

刷
、
)
の
結
果
を
確
認
す
る
。
そ
こ
で
は
、
ニ
当
事
者
は
、
自

分
達
だ
け
で
事
を
行
う
よ
う
に
放
任
さ
れ
る
。
|
|
裁
判
人
の
役
目
は
、
打
撃
を
マ
ー
ク
し
、
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
り
、
対

立
当
事
者
の
武
器
は
、
文
言
と
証
拠
と
で
あ
る

3

(三事

「h
a
h
v
s
h町
内

ME--(判
決
す
る
)
と
は
、
証
拠
の
規
則
に
従
っ
て
こ
の
勝
利
を
宣
言
す
る
事
で
あ
る
。
」

「
紛
争
は
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
上
の
討
論

zsa吉
岡
山
在
包
括
)
|
|
判
決
ま
で
は
、
裁
判
人
は
受
動
的
に
留
ま

(斗
る
か
ら
、
そ
れ
は
常
に
E
Q
叫
あ
刷
、
=
で
あ
る
|
|
t
は
J
R
M
S
-
q
3
(喧
嘩
)
に
常
に
終
止
符
を
打
つ
が
、
そ
れ
は
ポ
リ
ス
と
は
無
関
係
で
あ

る
。
裁
決
は
直
接
に
は
国
家
権
力
を
巻
き
込
ま
ず
、
単
に
個
人
的
な
執
行
の
機
能
を
認
め
る
だ
け
で
あ
ふ
3

側

「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
法
の
中
で
も
最
も
進
ん
で
い
た
ア
テ
ナ
イ
の
法
で
さ
へ
も
、
依
然
『
喧
嘩
』
を
終
結
さ
せ
る
判
決
と
云
う
原
始
的

な
考
え
方
に
服
し
て
い
る
。
全
て
の
E

お
喜
一
ョ
は
定
義
上
た
だ
一
個
の
優
越
を
与
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
優
越
は
、
観
念
の
世
界
に

診
て
、
勝
訴
者
の
権
利
が
裁
判
官
の
宣
言
に
先
立
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
云
う
意
味
は
含
ん
で
い
な
い
い
戊

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

九



。

同

「
判
決
と
は
、
第
三
者
が
試
合
の
規
則
に
則
り
文
書
化
し
た
決
定
で
あ
る
。
そ
の
性
格
を
際
立
た
せ
て
い
る
も
の
は
、
強
制
執
行
が

勝
者
の
責
任
で
な
さ
れ
る
と
云
う
事
で
あ
り
、
判
決
は
た
ず
勝
訴
者
に
個
人
的
な
差
押
の
特
権
を
保
持
す
る
に
過
ぎ
な
い
九

3

即
ち
、
西
欧
法
的
訴
訟
は
ニ
個
人
間
の
実
力
闘
争

i
i自
救
行
為
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
た
Y

ぞ
れ
が
無
政
府
的
な

恋
意
の
下
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
社
会
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
行
わ
れ
る
事
に
よ
り
次
第
に
儀
式
化
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
私
法
の
一
つ
の
柱
と
さ
れ
た
『
私
的
自
治
』
は
遠
く
こ
〉
に
そ
の
源
を
発
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
私
法
の
観
念
は
ぷ
志
、
的
訴
訟
観
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
の
で
あ
匂

以
上
の
結
論
を
前
提
と
し
て
、
野
田
教
授
の
推
論
が
展
開
さ
れ
る
訳
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
次
の
ニ
点
を
指
摘
し
て
置
く
の
が
正
当

で
あ
ろ
う
。先
ず
イ
リ
ア
ス
の
叙
述
か
ら
明
ら
か
な
事
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
先
祖
が
、
極
め
て
戦
士
的
、
騎
馬
民
族
的
で
あ
っ
た
と
云
う
事
で

あ
り
、
そ
の
中
で
生
れ
た
法
観
念
が
後
の
ギ
リ
シ
ャ
法
の
考
え
方
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
事
で
あ
{
何
。

{
町
四
)

同
次
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
訴
訟
は
、
個
人
的
自
律
(
さ
き

g富山
O

宮
島
乱
含
色
。
)
の
精
神
に
基
礎
を
置
い
て
い
た
と
言
っ
て
良
く
、

(ω) 

私
法
の
観
念
が
密
接
に
J
ミ
h
V

セ
=
的
訴
訟
と
結
び
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
お
)
の
開
空
間

1
4
0
5
2色
円
。
白
骨

(mogω25m
百
三
O
M
阿
国
J
v
g
ニ
zuEgag--
己
g
p
a
g
n
凶
器
a
s
z
m
p
m
n
o
g
n町内
5
0・

]
F

由。hp
匂-∞
E
J
H

∞

(
却
)
な
お
、
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
ギ
リ
シ
ャ
法
に
が
け
る
判
決
の
概
念
に
就
て
』
(
£

R
E
g巴
g
a三
a
g
s
z
z
g山仲
間

有

23)

も
大
い
に
参
考
に
な
る
。

(
M
W
)

有
名
な
オ
リ
ム
ピ
ァ
の
祭
典
に
診
け
る
競
技
も
又
E
Q
U
、hv
宅
三
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
は
、
例
え
ば
、
へ
ロ
ド
ト
ス
の
『
歴
史
』
な
ど
幾
多
の
文

献
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
(
野
田
・
前
掲
・
三
五
頁
註
一
一
)



ま
た
、
シ
ャ
ン
ト
レ

1
ヌ
の
語
源
辞
書
(
れ
ま
z↓
E
H
E
1
6
r
a
oロロ即日吋巾
m
q
g♀
omFGC巾
仏
己
主
田
口
告
お
鳴
・
巾
《
HOS--い
-
F
5
2
)
に
よ
れ

ば
、
「
ホ
メ
ロ
ス
に
珍
て
最
も
度
々
使
わ
れ
、
後
に
通
常
の
も
の
に
な
る
(
臥
ぜ
て
臥
V
1と
云
う
語
の
持
つ
)
意
味
は
、
競
技
の
た
め
の
集
会
と
云
う

意
味
で
あ
り
、
拡
張
に
よ
っ
て
闘
争
、
訴
訟
の
意
味
を
持
つ
よ
(
野
田
訳
・
前
掲
一
二
六
頁
註
一
一
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
こ
の
取
得
行
為
を
表
わ
す
に
は

E
Eざ
冊
ミ
ョ
(
持
っ
て
行
く
た
め
に
持
ち
上
げ
る

)
J
Q及
、
鈴
喧
耐
え
w

(

取
る
て
が

22Eh--(手
を
触
れ
る
)

な
ど
の
動
詞
が
用
い
ら
れ
、
特
に
後
二
者
は
爾
後
法
律
用
語
と
し
て
常
用
さ
れ
る
様
に
な
る
。
(
の
問
問
詰
叶
一
。
円
ynFWHYHH)

(必
)

R

〉刀℃円
my巾ロ田町。ロ
mm曲目巾

ncロ
o
c
m
g・3
(の開問
Z
E
J
o
u・門戸了唱
-HN)

(
日
)
ジ
ェ
ル
ネ
は
、
こ
れ
を
一
種
の
自
救
行
為

2
2
2凶
巾
移
民

az-℃
)
と
す
る
。
(
の
開
問
Z百
一
。
℃
包
了
間
yHH)
そ
し
て
正
に
そ
の
故
に
、
訴
訟

の
観
念
と
密
接
に
関
連
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
(
野
田
・
前
掲
・
三
一
頁
)

我
々
は
、
こ
こ
で
更
に
イ
ェ
リ
ン
グ
の
次
の
一
言
葉
会
E
E
z
o
u
の
a
a
-
-・申

EU-HHO)
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
野
田
・
前
掲
三

七
頁
註
一
六
)
「
ロ

l
マ
の
取
得
は
な
S
H
V
R巾
3
〔
摺
む
こ
と
〕
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
は
、
所
有
権
と
は
、
彼
が
手
で
取
っ

た
も
の

z
B
E
C
-
S
H
V
E
g
-
5
8
n目
。
百
円
を
意
味
し
、
彼
自
身
は
『
取
る
者
』

E
Y
R
s・
-
で
あ
る
。
所
有
権
を
譲
渡
す
る
と
云
う
事
は
、
後
世
に

於
け
る
如
く
に
、
引
渡

P
E
S
-仏丘町
0
・
可
白
色
在
。
)
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
人
の
ロ

i
マ
人
が
他
人
に
所
有
権
を
譲
渡
す
る
場

合
に
は
、
古
代
に
於
て
は
、
形
式
上
も
実
質
上
も
、
取
得
者
が
一
方
的
に
取
る
事

(
8
8
n
e
a
-。
L
s
g
z
n
m匂
将
司
)
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
」
(
原
田
監
修
訳
・
)
六
三
頁
)

(
M
H
)

こ
の
場
合
の
備
が
志
M

汽
は
「
競
技
場
』
を
意
味
す
る
が
、
ホ
メ
ロ
ス
の
作
品
の
中
で
は
『
集
会
』
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
り
(
特
に
、
第
七

書
七
九
八
行
、
第
一
八
書
三
七
六
行
な
ど
て
競
技
の
場
合
も
、
従
っ
て
競
技
会
と
し
て
衆
人
監
視
の
中
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
(
野
田
・
前
掲
・

三
二
頁
)
イ
i
リ
ア
ス
第
二
三
番
二
五
七
|
八
行
に
も
「
み
な
帰
ろ
う
と
し
た
の
を
ア
キ
レ
ウ
ス
は
そ
の
ま
〉
そ
こ
に
人
ら
を
引
き
留
め
、
広

い
集
座

(
Q
R
M
S
を
設
け
て
か
ら
:
:
:
」
(
呉
茂
一
訳
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
羽
)
野
田
・
前
掲
三
一
ニ
頁

(
必
)
の
何
回

Z号一

OH)-nF-u・
口
己
的
巳
4
・

(
灯
)
『
裁
判
上
の
宣
誓
」

(
J句
5
8ニ
ロ
仏
片
山
田
町
巾
f
d
E
g
g
s
Z
3
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
一
三
五
七
条
か
ら
第
一
三
六
九
条
、
イ
タ
リ
ア

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判



一
一一

民
法
第
二
七
三
六
条
か
ら
第
二
七
三
九
条
に
定
め
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
手
続
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
第
一
三
五
八
条
か
ら
第
一
三
六
九
条
、

イ
タ
リ
ア
民
事
訴
訟
法
第
二
三
三
条
か
ら
第
ニ
三
二
条
に
規
定
が
あ
る
。

『
裁
判
上
の
宣
誓
』
に
は
、
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
に
宣
誓
を
以
て
挑
む
『
決
訟
的
宣
誓
』

(
J
2
8
8仲
色
青
山
由
。
町
民

J
d
z
E
S
S
Z

骨
a
gュ
。
ョ
)
と
裁
判
所
の
職
権
で
命
ぜ
ら
れ
る
『
補
充
的
宣
誓
」

(Rgロ
5
E
2
8目
巾
宮
町
貝
、
二
換
住
民
間

5
8
g
g℃℃
-20ユ
0・w)
と
が
あ
る

が
(
こ
の
両
者
の
区
別
に
就
て
は
、
円
。
ョ
・

8
Vロ・
5
∞H
唱

し

吋

h
・MM・
呂
田
・
円
〈
-
H
M
∞
参
照
)
今
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
前
者
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
一
方
当
事
者
の
宣
誓
に
よ
っ
て
訴
訟
は
終
了
す
る

O
R
Z
-
Y
-
N
N
獄
タ
足
詰
・
0
・
這
詰

-H-m-企
ゲ
。
宮
山
口

52)
例
え
ば
、
貸
金
請
求
訴
訟

の
原
告
が
被
告
に
借
金
し
な
か
っ
た
事
を
誓
え
と
挑
み
、
被
告
が
宣
誓
を
拒
否
す
れ
ば
被
告
が
敗
訴
し
、
被
告
が
宣
誓
に
応
ず
れ
ば
原
告
敗
訴
と

な
る
。
(
野
田
・
前
掲
三
八
頁
註
二
五
)

(
必
)
野
田
・
前
掲
三
一
二
i
三
四
頁

(
同
日
)
の
関
空
耳
¥
必
ロ
吋

-ω

ロ。昨日

0ロ
仏
ロ
苫
唱
5
8丹市ロ
agxmEn--・
山
口
」
)
g
R
m仲間。門戸臥仲
mJ
℃・品
H4∞
H

(
叩
)
野
田
・
前
掲
四

O
頁

(
日
)
の
開
問
Z
号
一
。
目
y
向日目件
-wMM・8

(
臼
)
の
開
国

E
4
u
z
n・門町・

(
臼
)
の
開
国
語
コ
。
℃
-
a
f
同y
g

(

U

A

)

ζ

の臥

6
5
3と
云
う
言
葉
は
、
可
成
り
広
い
意
味
を
持
つ
。
後
に
は
『
裁
判
の
』
意
味
に
な
り
、
『
権
利
」
的
な
意
味
を
持
つ
が
、
近
代
的

な
『
権
利
』
の
概
念
は
ギ
リ
シ
ャ
人
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
(
野
田
・
前
掲
二
二
七
頁
註
二

O
)
「
去
泳
三
『
一
ョ
の
根
本
義
は
存
在
す
る
も
の
の
存

在
に
と
っ
て
本
質
的
に
相
応
し
い
も
の
(
£
信
号
gω
包
ロ
巳
ロ
2
ω
a
g帝
ロ

g
E
g口
当
2
8
5
S
N
c
w。
BEsam--)
で
あ
る
。

E
a
R汽

は
何
等
J
z
g巾富山
aS印
刷
夕
刊
の
伊
丹
之
を
意
味
し
な
い
し
、
両
市
nzgnyHH仲
N
S岳
Eny--(権
利
保
護
請
求
権
)
を
も
意
味
し
な
い
よ
(
巧
9
f
ε
の
ユ
叩
-

ny日mHHV巾印刷
Nony仲間甲両凶作口付伶ロノ同
wa---H由
印
0

・
ω・]5J可
)

(
日
)
の
何
回
Z
開叶一。
u
-
a
f
匂

-E

(
日
)
の
何
回
Z
開叶一

O
H
y
a
f
M】・
8



(
訂
)

(
時
)

(
開
)

(
印
)

野
田
・
前
掲
・
四
一
頁

野
田
・
前
掲
・
三
五
頁

の
何
回

Z
開
、
円
一

OHM-nR-w匂い∞

野
田
・
前
掲
・
四
一
頁

第

裁
判
の
第
二
の
類
型

l
l
「
愁
訴
製
」

七

野
田
教
授
の
『
若
干
の
憶
測
」

以
上
に
述
べ
た
様
な
aha-て
h
v
k
w
的
な
訴
訟
観
は
、
東
洋
社
会
の
伝
統
に
は
な
く
、
恐
ら
く
自
救
行
為
か
ら
訴
訟
へ
の
発
展
を
裏
付
け
る
事

は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
論
語
・
顔
淵
第
十
二
の
「
聴
訟
苔
猶
人
也
。
必
乎
使
無
訟
乎

3
に
見
え
る
様
な
訴
訟
に
対
す
る
消
極
的
評
}
聞
が
お
そ
ら
く
一

般
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
史
記
・
太
子
公
序
第
七
十
の
「
夫
礼
禁
未
然
之
前
、
法
施
己
前
之
後
。
」
と
い
う
(
法
が
登
場
す
る
様
で
は
手
遅
れ
だ
と
言
う
意

味
で
の
)
法
に
対
す
る
消
極
的
な
評
価
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
闘
争
を
個
人
の
自
律
的
な
処
理
に
任
せ
て
、
そ
の
公
正
を
担
保
す
る
た
め
に

だ
け
公
的
機
関
が
介
入
す
る
と
云
う
E
Q
1
M喧
3

的
な
訴
訟
観
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

こ
れ
を
我
が
国
に
就
て
言
え
ば
、
訴
訟
を
表
わ
す
最
も
一
般
的
な
や
ま
と
こ
と
ば
で
あ
る
『
う
っ
た
へ
』
は
、
訴
え
る
側
の
不
平
・
不

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

一一一一一



四

満
を
自
分
よ
り
力
の
あ
る
者
に
伝
え
て
、

そ
の
処
理
を
願
う
事
で
あ
り
、
全
く
E
ね
て

h
v
k
・
的
な
要
素
を
持
た
な
い
。

こ
の
場
合
の
裁
判
人
は
、
決
し
て
受
動
的
な
役
割
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
能
動
的
な
主
役
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

R
Q
M

、hzuu的
訴
訟
で
は
、
裁
判
役
は
闘
争
の
外
に
あ
っ
て
軍
配
を
あ
げ
る
行
事
投
に
過
ぎ
ず
、
訴
訟
は
二
当
事
者
間
で
争
わ
れ
る
が
、
で
つ

っ
た
へ
』
に
於
て
は
、
裁
判
役
が
事
件
の
中
に
割
っ
て
入
り
、
積
極
的
に
争
い
を
決
着
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
当
事
者
は
寧
ろ
受
動
的
で
、

一
ニ
当
事
者
構
造
に
な
る
。

有
名
な
大
岡
裁
き
の
「
三
方
一
一
向
損
』
は
史
実
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
か
〉
る
訴
訟
観
を
如
実
に
表
わ
し
た
適
例
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、

遠
山
金
四
郎
が
泰
行
の
身
で
常
に
事
件
の
重
要
な
証
人
を
兼
ね
て
い
る
の
も
、
右
の
訴
訟
観
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
は
根
本
的
な
差
異
が
生
じ
た
理
由
は
、
奈
辺
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
洋
社
会
は
、
農
耕
民
的
、
定
着
的
、
静
的
で
あ
る
事
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。

社
会
は
当
初
よ
り
平
和
で
あ
る
か
ら
、
闘
争
は
社
会
の
平
和
を
乱
す
マ
イ
ナ
ス
要
素
、
病
理
現
象
と
看
倣
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
闘
争
は

未
然
の
前
に
防
止
す
る
の
が
望
ま
し
く
、
既
に
闘
争
、
が
生
じ
て
『
法
』
が
登
場
し
て
来
る
の
で
は
手
遅
れ
な
の
で
あ
る
。

そ
の
消
極
的
側
面
で
あ
る
刑
法
、
手
遅
れ
に
対
す
る
手
術
的
処
分
と
し
て
の
刑
法
し
か
考
え
な
い
。
書

(

間

引

)

経
・
大
属
議
篇
に
見
え
る
「
刑
期
子
無
刑
」
と
云
う
思
想
は
そ
の
点
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
様
な
社
会
観
か
ら
は
な
Q
泊
、

hE3的
な

そ
の
結
果
、
「
法
』
と
言
え
ば
、

訴
訟
観
は
生
れ
よ
う
筈
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
西
洋
社
会
は
、
遊
牧
民
的
、
非
定
型
的
、
動
的
で
あ
る
事
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。

闘
争
は
社
会
の
生
理
現
象
で
あ
り
、
社
会
は
闘
争
に
よ
っ
て
真
に
生
き
た
社
会
に
な
る
。

だ
か
ら
『
法
』
と
言
え
ば
、
先
ず
、
そ
の
積
極
的
側
面
で
あ
る
私
法
の
事
を
考
え
る
事
に
な
り
、
『
万
人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
』

(
d巳
Z
S



。S
E
c
g
g
E
g
o
sロ
2
3
H
国
吉
田
山
)

へ
の
転
落
を
防
ぐ
た
め
に
、
公
正
な
闘
争
へ
の
枠
付
け
と
し
て
の
ル

l
ル
の
重
要
性
が
強
く
意

識
さ
れ
る
。

そ
こ
か
ら
「
法
の
目
的
は
平
和
で
あ
り
、
こ
れ
に
達
す
る
手
段
は
闘
争
で
あ
る
。
」

(
h
d
g
N庄
内
町
田
開

R
Z
目
的
仲
含
門
司
ユ
包
ク
音
∞

冨

50-
己
自
信
号
門
間

ωEz--w)
と
云
う
イ
エ
リ
ン
グ
の
言
葉
が
十
分
な
説
得
力
を
持
っ
て
響
く
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
こ
の
両
者
を
同
時
に
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
日
本
の
裁
判
に
は
、
法
制
度
の
メ
カ
ニ
ス
ム
と
そ
れ
を
運
用
す
る
メ
ン
タ
リ
テ

ィ
と
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
じ
、

E
h
H
U、
仇

5
3的
な
訴
訟
手
続
の
中
に
、
社
会
的
紛
争
が
?
つ
っ
た
へ
』
と
云
う
甘
え
の
精
神
構
造
で

持
ち
込
ま
れ
る
事
に
な
る
。

証
拠
法
則
に
よ
っ
て
局
外
者
と
し
て
厳
正
に
処
理
す
る
事
は
『
不
人
情
』
で
あ
り
、
円
大
岡
裁
き
」
こ
そ
が
望
ま
れ
る
裁
判
官
像
な
の
で

あ
る
。(
臼
)
野
田
・
前
掲
四
三
頁
以
下

(
位
)
「
訟
を
聴
く
は
吾
猶
ほ
人
の
ご
と
し
。
必
ず
や
訟
無
か
ら
し
め
ん
か
。
」
(
訴
訟
を
聴
い
て
正
し
い
判
決
を
与
え
る
事
は
、
自
分
も
又
人
並
み

に
出
来
る
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
自
分
の
念
願
と
す
る
所
は
、
裁
判
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
ど
う
か
し
て
、
こ
の
世
の
中
か
ら
訴
訟
を
無
く
し

た
い
と
云
う
事
で
あ
る
。
」
(
吉
田
賢
抗
訳
)

(
臼
)
こ
の
項
に
就
て
古
口
問
賢
抗
は
次
の
様
に
評
し
て
い
る
。
(
新
釈
漢
文
大
系
・

1
・
二
七
二
頁
)

「
古
来
名
裁
判
官
と
言
わ
れ
た
人
は
多
い
が
、
訴
訟
の
な
い
世
の
中
の
実
現
を
念
願
し
た
人
は
未
だ
間
か
な
い
。
流
石
に
、
孔
子
の
期
待
す
る
所

は
大
き
い
。
司
法
官
を
志
す
者
の
銘
記
し
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
だ
ろ
う
。
」
東
洋
的
訴
訟
観
の
面
白
躍
如
た
り
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

(
臼
)
「
そ
れ
礼
は
未
然
の
前
に
禁
じ
、
法
は
巴
然
の
後
に
施
す
。
」

(
部
)
こ
の
場
合
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
奉
行
ま
で
が
何
故
一
一
向
の
損
失
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

adub宅
三
的
な
訴
訟
観
か
ら
は
到

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

五



ム
F、、

底
理
解
し
得
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
裁
判
官
も
当
事
者
の
一
員
で
あ
る
と
云
う
事
を
知
れ
ば
、
こ
の
点
は
容
易
に
察
知
し
得
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

(
伺
)
あ
の
桜
の
刺
青
は
、
ア
リ
バ
イ
(
現
場
不
在
証
明
)
と
は
正
反
対
の
意
味
で
の
『
現
場
所
在
証
明
』
に
使
わ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

(
訂
)
「
刑
は
刑
無
き
を
期
す
よ

(
槌
)
従
っ
て
、
訴
訟
の
数
が
増
大
す
る
事
は
『
権
利
竺
意
識
の
深
化
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、
た
立
不
平
不
満
を
際
限
無
く
で
つ
っ
た
へ
』
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
(
野
田
・
前
掲
・
四
七
頁
)

/¥ 

更
に
『
若
干
の
櫨
測
』
(
私
見
)

以
上
に
述
べ
た
様
な
裁
判
の
二
類
型
か
ら
、
次
の
様
な
差
異
が
生
ず
る
。

先
ず
、
ギ
リ
シ
ャ
リ
西
欧
型
の
裁
判
は
『
競
技
型
』
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
口
頭
弁
論
の
活
性
化
が
要
請
さ
れ
(
証
拠
調
は
補

充
的
な
も
の
と
な
る
。
)
民
衆
の
裁
判
へ
の
関
与
も
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
代
り
、
釈
明
は
許
さ
れ
な
い
。

こ
こ
で
『
競
技
型
の
基
本
型
」
を
図
示
す
る
と
次
の
様
に
な
る

〈
ロ
!
マ
の
訴
訟
の
手
続
)

法
廷
手
続

争
点
決
定

蕃
判
手
続

~ 

~ 

母国

(
匂
円
相

W20吋
)

(
5
2
8
E
g
g
p
}
)
↓
 

〈
山
口
弘

g内
)

(
法
務
官
)

(
審
判
人
)

A
汁

論

証
拠
調

ι判
決



(
フ
ラ
ン
ス
の
訴
訟
手
続
)

(
日
間
岡
田
仲
同

cn昨
日
。
ロ
)

準
備
手
続

(}cmmw
仏

o-mF

5
2
0
8
品
川
同
向
洋
)

(
準
備
手
続
判
事
)

(
ヨ
山
田
ぬ
き
岳
民
)

ι 

準
備
手
続
終
結
又
は

口
頭
弁
論
終
結

/
/
(
ぬ

E
g
g
o
)

戸
一
証
拠
調
ふ
終
局
判
決

(
E
m
o
s
g丹
色
窓
口
三
時
)

〆
〆
証
拠
調
を
命
ず
る
判
決
(
官
官
5
8円。
a
S
E
E
g
s
a
z
)

終
局
判
決
(
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
る
)

こ
の
基
本
型
に
於
て
特
に
重
要
な
の
は
、
『
法
務
官
』
(
℃

5
2
2
H職
業
裁
判
官
)
が
主
宰
す
る
『
法
廷
手
続
』
と
「
審
判
人
』
(
吉
借
対
日

(
裁
判
所
)

一
般
人
)
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
『
審
判
手
続
』
と
が
『
争
点
決
定
』

(
]
R
U
S
E
g
g広
三
に
よ
っ
て
判
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

か
〉
る
「
訴
訟
の
二
分
化
』

(σ
志
向
凶
『
片
山
氏
。
ロ
門
吉
匂
円
。
の
の
印
)
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
紀
元
前
六
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
に
か
け

て
か
ら
の
事
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
萌
芽
は
既
に
ア
テ
ナ
イ
の
訴
訟
に
捨
て
見
出
す
事
が
出
来
る
。

更
に
又
、
「
訴
訟
の
二
分
化
』
が
姿
を
消
し
、
「
争
点
決
定
』
に
も
そ
れ
程
の
重
要
性
が
無
く
な
っ
た
特
別
訴
訟
(
胃

oaaRO

。
丘
町
言
語
)
の
時
代
に
も
、
三
年
の
休
止
満
了
の
期
間
は
「
争
点
決
定
』
の
日
か
ら
起
算
さ
れ
(
れ
)
と
云
う
意
味
に
捨
て
、
そ
れ
が
訴
訟
に
が

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

。u内丹一
円

mw

七



!¥ 

け
る
一
の
エ
ポ
ツ
ク
で
あ
る
と
云
う
性
格
は
矢
張
り
残
さ
れ
て
い
た
。

『
訴
訟
の
二
分
化
』
は
、
更
に
サ
リ
カ
法
典
の
時
代
に
も
こ
れ
を
見
出
す
事
が
出
来
る
。

こ
の
時
代
に
は
、
各
百
人
区
(
n
g
z
g
o
)
毎
に
な
自
色
g
z
又
は
E
B
色
o
g片
側

5
3
と
呼
ば
れ
る
人
民
の
集
会
が
単
一
の
裁
判
所
と
し

て
存
在
し
、
J
y
g
m
町
山
口
口
回
=
又
は
ま
の
O
E
g
m
ユ5
3
と
呼
ば
れ
る
『
選
ば
れ
た
首
長
』
が
裁
判
長
と
な
り
、
J
R
z
s
g
c
括
=
と
呼
ば
れ
る
、

少
な
く
と
も
七
人
の
『
判
決
発
見
入
』
が
関
与
し
て
裁
判
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
J
v
g
M
m
s
g
=
又
は
な
の
g
g
g
江
田
=
は
、
判
決
に
関
与
し
得
な
か
っ
た
か
ら
、
サ
リ
カ
法
典
下
に
於
て
も
ロ

i
マ
法
と
は
別
の

意
味
で
の
『
訴
訟
の
二
分
化
』
|
|
裁
判
官
と
判
決
発
見
人
の
分
離

i
lが
行
わ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

ミ
ツ
タ
イ
ス
に
従
え
ば
)
、
裁
判
官
と
判
決
発
見
人
を
分
離
す
る
事
即
ち
訴
訟
の
二
分
化
は
、
ゲ
ル
マ
ン
H
フ
ラ
ン
ク
的
裁
判
制
度
の
基

本
的
特
色
で
あ
り
、
こ
の
特
色
は
驚
く
程
長
い
間
に
亙
っ
て
維
持
さ
れ
た
。
事
実
、
一
四
九
五
年
の
帝
室
裁
判
所
(
R
同
包
各
師
E
S
B
R
m
o
ユ-

n
z
-
w
i
l
l
王
室
裁
判
所
(
£
器
開
α昆
E
R
V
同
5
5
3
E
n
z
z
の
後
身
〉
令
も
こ
の
原
則
に
立
脚
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
捨
て
も
同
様
で
あ
る
。

一
八

O
六
年
に
砂
て
、
司
法
の
職
務
は
職
業
司
法
官
(
g
m
m
z
s
g
門
官
官
。

rm曲
目
。
ロ
)
に
専
属
し
て
居
り
、
彼
等
は
そ
の
全
部
文
は
一

部
を
他
に
委
譲
し
得
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
こ
の
様
な
原
則
は
緩
和
さ
れ
る
様
に
な
る
。

例
え
ば
、
鑑
定
(
命
名

2
5
)
は
、
純
粋
に
技
術
的
な
問
題
に
限
ら
れ
る
か
{
明
鑑
定
人
は
証
人
尋
問
を
行
う
事
は
出
来
な
い
筈
で
あ

る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
事
物
の
性
質
に
従
い
当
事
者
そ
の
他
の
関
係
人
を
尋
問
し
て
凡
ゆ
る
資
料
を
蒐
集
す
る
権
限
を
鑑
定
人
に

弘
、
か
く
て
鑑
定
人
は
事
実
上
の
証
人
尋
問
を
行
う
事
に
よ
炉
事
に
変
容
し
横

一
四
世
紀
以
来
の
古
い
伝
統
を
有
し
、
権
限
不
可
譲
の
原
則
に
対
す
る
唯
一
の
例
外
と
さ
れ
て
来
た
商
事
裁
判
所
に
齢
け

事
は
、

こ
の
点
は
、



(

日

開

)

(

幻

)

る
ぷ
岳
山
可
。

ig詔
}
O

ユ2
1に
就
て
も
同
様
で
あ
る
。

(
叫
∞
〉

(
m
m
)

従
っ
て
、
彼
は
正
式
の
証
人
尋
問
を
行
う
事
は
出
来
な
い
が
、
資
料
蒐
集
の
名
目
で
実
質
上
の
証
人
尋
問
及
び
検
証
を
行
う
事
が
許
さ

れ
、
彼
の
意
見
は
通
常
そ
の
憧
判
決
と
な
っ
た
。

以
上
の
様
は
原
則
か
ら
種
々
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
れ
た
。

ト
ゥ
ル
ウ
ズ
控
訴
院
管
内
に
捨
て
は
、
民
事
裁
判
所
乃
至
控
訴
院
が
所
謂
『
受
命
弁
護
士
』

(
d
g
g
マ
g
g
B
U
S町
0
.. 

J
。
B
5
5包

SIS-5=)
に
証
拠
調
を
行
わ
せ
る
慣
行
が
存
し
た
が
、
破
穀
院
の
強
硬
な
反
対
に
よ
別
消
滅
し
か
)
。

先
ず
、

。
己

他
方
、

マ
ル
セ
イ
ュ
商
事
裁
判
所
に
訟
で
は
、
『
裁
判
所
長
秘
書
』

(
8
2含
包
括
骨
-
印
有
俊
広

g
s含
笠
宮
口
包
含

8
5
5号
now-)

の
中
か
ら
ぷ
吾
首

oig容
。
吋
窓
口
吋
ョ
が
任
命
さ
れ
た
。
マ
ル
セ
イ
ュ
に
の
み
発
達
し
た
此
の
特
殊
な
制
度
は
、
国
璽
尚
書
日
司
法
大
臣
の
強

(

川

目

}

{

川

出

)

硬
な
反
対
に
も
拘
ら
ず
学
説
の
支
持
を
得
て
最
近
ま
で
生
き
永
ら
え
た
。

(

似

)

(

問

山

)

裁
判
所
長
秘
書
は
、
一
定
の
有
資
格
者
の
中
か
ら
任
用
さ
れ
な
凶
吾
官
。

!
5
8。吋窓口『
Z

と
し
て
口
頭
弁
論
に
関
与
し
、
証
拠
調
を
行
い
合

議
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
、
裁
判
所
の
作
成
し
た
判
決
理
由
を
『
修
補
』
す
る
。

更
に
、
パ
リ
の
裁
判
実
務
は
、
法
廷
執
行
吏

(
v
a
gぽ
ご
詰
《
庶
民
向
。
司
)
に
実
質
的
な
検
証
を
な
さ
し
め
る
所
謂

d
g∞Z
ζ
.
2色
町

20.w

の
制
度
を
確
立
し
、
こ
の
制
度
は
一
九
五
五
年
五
月
二

O
臼
デ
ク
レ
に
よ
り
適
法
と
さ
れ
た
。
法
文
上
は
勿
論
「
そ
の
検
証
か
ら
生
起
し

得
る
事
実
上
又
は
法
律
上
の
結
果
に
関
す
る
意
見
は
排
除
さ
れ
、

か
か
る
検
証
は
単
に
資
料
と
し
て
の
価
値
し
か
有
し
な
い
」
事
に
な
っ

(
川
町
)

て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
お
題
自
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
は
本
来
裁
判
所
の
な
す
べ
き
検
証
に
と
っ
て
代
る
傾
向
に
あ
る
。

(ω)
戸田川
4
Jヤ
切
開
口
昌
弘
一

ε閉山市内
H
Y
2・
nvm由
回
口
『
戸
内
山
由
民
門
広
。
ロ
師
会
ニ
回
目
。
一
3
・

H
由
品
。
・
円

y
U申
t
H
C
C

あ
る
。
(
宮
間
凶
開
局
印
何
回
一
去
り
白
血
即
日
可
α
g
u
n
v
g』
5
J
S
$・
ω・
旨
)

但
し
も
う
少
し
後
の
十
二
表
法
の
時
代
だ
と
す
る
説
も

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

九
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ロ
i
マ
に
訟
で
、
訴
訟
手
続
の
二
分
化
が
行
わ
れ
た
の
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
裁
判
に
も
一
種
の
分
業
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

(
問
)

か
ら
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
診
て
、
先
に
述
べ
た
様
な
訴
訟
手
続
の
二
分
化
が
再
現
し
た
の
も
、
裁
判
所
の
負
担
過
重
を
救
う
た
め
に
一
種
の
分
業
を

(
胤
)

行
う
必
要
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

即
ち
、
訴
訟
は
元
来
「
争
点
決
定
』
に
よ
り
分
割
さ
れ
る
二
つ
の
手
続
!
i
s
ロ
i
マ
訴
訟
法
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
法
廷
手
続
と
審
判

手
続

l
lの
連
続
で
あ
り
、
職
業
裁
判
官
の
本
来
的
職
務
が
ロ

l
マ
の
法
務
官
と
同
じ
く
『
争
点
決
定
に
終
る
法
廷
手
続
』
に
限
ら
れ
る

の
は
、
裁
判
官
を
単
な
る
行
司
役
に
留
め
る
ぜ
て
む
宅
3

的
訴
訟
観
の
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

覚
が
そ
の
根
底
に
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
対
し
て
、
東
洋
H
日
本
型
の
裁
判
は
『
愁
訴
型
』
で
あ
り
、
「
お
白
州
の
擦
を
つ
か
ん
で
お
奉
行
に
申
し
上
げ
る
。
」
と
云
う
感

(
服
)

口
頭
弁
論
は
活
発
に
行
わ
れ
ず
、
交
互
尋
問
も
成
功
し
な
い
。
陪
審
制
は
停
止
さ
れ
た
憧
で
あ
る
。
そ
の

代
り
、
釈
明
や
補
充
尋
問
は
義
務
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
裁
判
が
「
愁
訴
型
』
で
あ
り
『
競
技
型
』
で
な
い
事
を
悲
し
む
べ
き
か
ど
う
か
は
頗
る
疑
問
で
あ
る
。

先
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
事
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
裁
判
が
吋
愁
訴
型
』
で
あ
っ
た
事
で
あ
る
。

そ
の
権
限
は
、
宰
相
(
〈
庄
司
)
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

エ
ジ
プ
ト
で
は
、

フ
ァ
ラ
オ
(
国
王
)
が
最
上
級
の
裁
判
官
だ
が
、

第
十

王
朝
の
時
代

1890 

1690 

の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
「
宰
相
同
開

5
5
-
Eに
対
す
る
説
一
部
』
は
新
任
の
宰
相
に
対
し
て
裁
判
官
と
し

て
の
心
得
を
次
の
よ
う
に
諭
し
て
い
る
。

「
如
何
な
る
原
告
に
対
し
て
も
、
そ
の
言
い
分
を
良
く
聴
き
も
し
な
い
で
無
下
に
斥
け
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
が
そ

比
較
法
文
化
論
の
立
場
か
ら
見
た
裁
判

四



四
四

こ
に
い
る
の
は
、
汝
に
思
い
の
丈
を
述
べ
よ
う
が
た
め
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
彼
の
一
一
一
一
員
い
分
を
一
言
の
下
に
は
ね
つ
け
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
全
然
理
由
の
な
い
主
張
で
も
、
何
故
そ
れ
が
取
り
上
げ
ら

れ
な
い
か
を
原
告
に
良
く
判
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
よ
。

昔
か
ら
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
事
を
汝
は
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

『
原
告
は
、
自
分
の
怨
み
つ
ら
み
を
親
切
に
聴
い
て
欲
し
い
の
だ
。
自
分
の
訴
が
叶
え
ら
れ
る
事
な
ど
は
、
本
当
は
二
の
次
な
の
だ
。
』

(
側
)

と
。
」

エ
ジ
プ
ト
文
化
の
特
徴
が
日
本
文
化
と
著
る
し
く
類
似
し
て
い
る
事
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

閉

山

)

(

川

間

)

即
ち
、
人
命
尊
重
が
エ
ジ
プ
ト
道
徳
の
基
礎
に
あ
っ
た
が
故
に
、
死
刑
は
殆
ど
行
わ
れ
る
事
が
な
か
っ
た
し
、
奴
隷
の
数
は
少
な
く
、

(
問
)

そ
の
地
位
は
、
他
の
古
代
諸
国
に
比
べ
て
か
な
り
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
更
に
特
筆
す
べ
き
事
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
五
千
年
の
歴
史
の
中
で
、

(
川
)

一
度
も
女
性
(
及
び
妻
)
が
無
能
力
と
さ
れ
た
事
が
な
い
点
で
あ
る
。

こ
の
奇
妙
な
暗
合
は
、

そ
し
て
若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
我
が
国
の
裁
判
は
確
か
に
ギ
リ
シ
ャ

H
ロ
l
マ
型
で
は
な
い
と
し
て
も
、
疑
い
も
な
く
エ
ジ
プ
ト
型

で
あ
り
、
決
し
て
非
近
代
的
で
あ
る
と
し
て
卑
下
す
べ
き
理
由
は
な
い
。

注
目
す
べ
き
事
の
第
二
は
『
競
技
型
」
の
典
型
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
民
訴
の
中
で
、
吋
秋
山
訴
型
』
へ
の
傾
斜
を
暗
示
す
る
言
説
が
幾
っ
か

登
場
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
例
え
ば
1
1
1

「
裁
判
官
を
競
技
規
則
を
守
ら
せ
、
点
数
を
数
え
る
だ
け
の
任
務
し
か
な
い
競
技
審
判
の
役
割
に
閉
じ
込
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
、

(
山
)

我
々
に
と
っ
て
到
底
受
け
容
れ
難
い
も
の
で
あ
る
よ

「
不
確
か
で
腰
昧
な
事
項
に
就
て
、
訴
訟
の
冒
頭
に
尋
問
を
行
う
事
に
よ
っ
て
、
事
実
関
係
を
解
明
す
る
事
が
出
来
る
よ



こ
れ
等
の
主
張
は
、
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
の
訴
訟
が
、
或
い
は
裁
判
実
務
が
大
き
く
「
愁
訴
型
』

に
と
傾
斜
し
て
い
る
事
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
人
は
、
こ
の
現
象
を
指
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
が
非
近
代
化
へ
と
指
向
し
て
い
る
と
非
難
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

(問
)

H

L
円

2
e切開
C
E
F

一
OHM-nF-
匂・由
N
2
m
a
4・

(
山
間
)
守
口

-E
一O
匂

-n-丹
-
L
Y
H
N
C

(
描
)
お
上
に
で
つ
っ
た
へ
」
る
一
績
が
日
本
の
裁
判
の
本
質
で
あ
る
以
上
、
賠
審
制
度
が
成
功
し
な
い
の
は
、
当
然
の
事
理
で
あ
る
。
何
故
か
と
蓄

え
ば
、
陪
審
員
は
自
分
と
同
等
の
市
民
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
彼
等
を
説
得
す
る
こ
と
は
出
来
て
も
(
そ
れ
が
、
西
欧
流
の
裁
判
で
あ
る
。
)
、

『
う
っ
た
へ
』
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
瑚
)
富
。
同
開
叶
一
三
}
k
m
Z
出
。
昨
日
白
門
戸
丘
}
山
田
知
昨
日
。
ロ
m
ぬ可℃昨日巾ロロ巾
J

H
申ω
F
H
y
h
w
∞同

(
即
)
我
が
国
で
も
、
或
る
時
期
に
極
め
て
長
期
に
亙
っ
て
死
刑
が
廃
止
さ
れ
た
事
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

(
雌
)
古
王
国
の
時
代
に
就
て
は
、
そ
の
存
夜
さ
へ
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
(
の
〉
C
S
5
f
c
v
a仲エロ
o
・s
-
H
y
g
)

(
瑚
)
法
律
行
為
を
な
し
、
訴
を
提
起
す
る
事
が
で
き
る
。
(
冨

02何
回
噌
門
誌
E
R区
民
吉
田
E
f
R
E
a
a
R
a
g
E由幸四注目
0
5
2
母
出
向
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-z

帥

A
u
n
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M
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Y
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m
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山
)
言
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見

E
印
。
〉
兵
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↓
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O
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M
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n
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)

(m)
我
が
国
で
は
原
告
が
訴
状
を
裁
判
所
に
提
出
し
て
、
裁
判
所
が
被
告
を
呼
び
出
す
が
、
例
え
ば
十
ニ
表
法
の
時
代
か
ら
、
ロ

l
マ
で
は
原
告

が
そ
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
で
被
告
を
裁
判
所
に
呼
び
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
居
り
(
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
も
同
様
と
さ
れ
る
。
て
こ
の
伝
統
は
今

日
の
フ
ラ
ン
ス
に
も
承
継
さ
れ
て
い
る
。
(
野
田
・
前
掲
・
四
六
頁
設
四
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冨
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四
六

第
四

結

語

ギ
リ
シ
ャ
uu
ロ
l
マ
世
界
が
、
国
境
を
劃
定
す
る
自
然
の
購
壁
を
持
た
な
か
っ
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
事
は

(
山
)

良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

(
出
)

こ
れ
に
反
し
て
、
砂
漠
に
固
ま
れ
た
ナ
イ
ル
の
谷
の
中
で
、
地
理
的
に
単
一
一
国
家
た
り
得
た
エ
ジ
プ
ト
は
、
「
孤
立
し
た
世
界
』
(
塁
。
ロ
含

{
出
)

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
様
な
諸
民
族
興
亡
の
麗
史
を
知
ら
な
か
っ
た
。

山
田
。
】
剛
山
)

と
し
て
、

そ
の
結
果
、
西
欧
社
会
が
ギ
リ
シ
ャ

H
ロ
1
マ
世
界
を
経
由
し
て
当
然
に
『
ア
ッ
シ
リ
ァ
的
な
激
情
』
を
承
継
し
た
の
に
対
し
て
、
日

本
社
会
は
極
東
の
島
国
と
云
う
類
似
し
た
気
候
・
風
土
の
条
件
の
下
に
、
『
エ
ジ
プ
ト
の
平
和
」
を
亨
受
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に

難
く
な
い
。

東
洋
乃
至
日
本
の
法
文
化
に
対
す
る
悲
観
論
者
達
が
犯
し
た
致
命
的
な
誤
謬
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仕
立
て
の
『
世
界
史
の
三
分
法
』
の

御
都
合
主
義
に
手
も
無
く
幻
惑
さ
れ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
日
ロ

l
マ
世
界
だ
げ
を
必
要
以
上
に
神
格
化
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
全
て
「
非
近

代
的
』
と
し
て
庇
め
、
全
面
的
に
否
定
し
て
し
ま
っ
た
事
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
注
意
深
く
観
察
す
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
日
ロ
!
マ
の
世
界
は
、
そ
れ
自
体
で
自
ら
輝
い
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
単
に
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ァ
文
明
の
放
つ
光
さ
を
無
意
識
裡
に
反
映
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
日
本
社
会
が
ギ
リ
シ
ャ
H
ロ
i
マ
的
で
な
い
か
ら
と

一
言
っ
て
、

そ
の
事
は
、
そ
れ
自
体
何
も
の
を
も
意
味
し
な
い
1
1
1些
か
も
悲
観
的
要
素
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
単
に
日
本
文
化
が
、
ギ
リ
シ
ャ
H
ロ

i
マ
と
は
異
な
る
(
H
エ
ジ
プ
ト
文
化
に
近
似
し
た
)
地
理
的
、
摩
史
的
文
化
条
件
の



下
に
成
立
し
た
事
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、

か
く
解
す
る
事
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
「
ロ

l
マ
法
の
原
理
」
の
裏
返
し
と
し
て
の
日
本
の
法
文
化
を
車
裁
に
把
握
し
、
ギ
リ
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